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山田：今日は菅南地域のお 2 人の会長と地域福祉コーディネーターにお

越しいただいています。 

後藤：菅南連合振興町会 会長の後藤と申します。 

釜田：菅南地域福祉コーディネーターをしています釜田です。 

池田：菅南地域活動協議会 会長の池田です。 

山田：今、私たちがいる場所は今年 8 月にオープンした菅南地域の福祉

会館「テラスかんなん」です。大阪天満宮の表参道から大川に突き当た

る場所に新築されました。外観は「門」をイメージされたデザインで、

中に入りますと南向きの窓が広くとってあり、光も燦燦と入ってきます。

2 階にある入口には、天神祭の子ども神輿が展示されていてその向かい

にキッチンがあります。1 階に広い部屋がありますが、適宜締め切るこ

とができるので大部屋、小部屋といろんな使い方ができます。また、障

子を開けると大川が見える解放感あふれた会館です。菅南地域の範囲は、

南北は大阪天満宮の前の道路から大川まで、西は阪神高速までとなり、

東は天満 4 丁目の一部の地域が含まれています。北区 19 地域の中では

いちばん面積が小さい

エリアです。中でも特

徴的なのは、菅原町は

古い蔵がたくさん残っ

ている歴史ある地域

で、後藤会長がこのあ

たりにお住まいとのこ

とです。それでは、早速

ですが会長のご職業を

お聞かせいただけます

か？ 

後藤：乾物問屋を営んでいます。 

山田：（古地図にも）菅原町は乾物問屋のまちと書かれていました。地図

で蔵がたくさんあるのを拝見しました。全部でいくつ残っていますか。 

後藤：戦争の時にここだけ焼け残りました。江戸時代、あるいは明治・

大正時代に建てられた蔵が今は 7～8 軒ぐらい残存しています。 

山田：摂津名所図会という古い資料にも当時のエリアの様子が記されて

いますね。（会館には当時の様子がわかる資料が保存） 

後藤：ここは大坂から江戸に物資を送る場所でもあり、ここ天神橋から

天満橋の淀川河川敷に天満青物市場が作られ江戸幕府の認可を受け青物

の販売を独占していました。雑喉場の魚市、堂島の米市と合わせて大坂

の３大市場といわれていました。「天満市之側」というのは天満青物市場

の側にある問屋街だからそう呼ばれています。 

山田：「天満市之側」はどんなお商売をされる問屋さんが多かったのでし

ょうか。 

後藤：そこが乾物問屋のメッカです。ここに店を出せたら全国的に一流

だということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田：大阪は水運を使って全国に運送されていたと聞いていますが、ま 

さにその場所ですね。次に、天満宮と地域に関わる歴史や文化について 

伺いたいと思います。まず天神祭ができた歴史を教えていただけますか。 

後藤：菅原道真公は大阪天満宮のご祭神ですが、ここのお宮に入られた

時は「天満大自在天神」が正式な呼称です。そしてその中に「天満」と

いう名前がついていることから、この地域全体を昔から「天満」と呼ば

れました。菅原道真公は現在、学問の神様として知られていますが、本

来は怖い神様でした。というのは京都で右大臣までなさったわけですけ

れども、讒言にあいまして九州の大宰府に流され、翌年に菅原道真公は

亡くなっておられます。その後、今でいう台風であるとか疫病が流行り

ました。今は新型コロナウイルスが流行っておりますが、昔もだいたい

百年に一回はこういう疫病が流行っていたのです。それで神様を祀らな

いといけないということで、京都の北野天満宮、太宰府天満宮が建てら

れ、三番目にこの大阪に大阪天満宮ができました。ここはもともと、大

将軍社というお宮があったのですが、そこに一夜にして七本の松が生え、

霊光を放ったといういわれがあります。そこにおられた方が村上天皇に

申されまして勅命によってこの地に天満宮が建立される事となり、その

翌年に天神祭が始まったのです。 

山田：天神祭の代表的な「鉾流し」についても教えてください。 

後藤：大阪天満宮では年に 2 回祭礼があり、夏を越す 7 月２５日に夏越

祭（天神祭）、年を越す 12 月 31 日には大祓祭というのがあります。半

年間の穢れや疫病を川に流して身を清めるというのが「鉾流し」です。 

後藤：鉾流橋（天満警察署前）から神鉾を川に流し、鉾の行き着いたと

ころに御旅所をつくり、禊（みそぎ）を行うという神事が天神祭の起源

と言われています。 

後藤：これまで御旅所は神鉾が流れ着いた先ごとに転々と建立されてき

たのですが、その後、神鉾がよく流れ着く場所に固定され、これにより

船渡御のコースが固定されました。また、船渡御をお迎えする「お迎え

人形」の文化も始まり、天神祭が盛大に飾られていきました。 

山田：天神橋筋商店街の南森町駅を上がった商店街の入り口に、当時の

お迎え人形が今でも飾ってありますね。 

ところで、江戸時代に「鉾流し」が始まった時は川下の方に行くコース

で、現在は大川を遡るコースへと変わったと聞きましたが。それはどの

ような理由からですか。 

後藤：もともとは川下に進んでいたのですけれども、終戦後地盤沈下で

（川下方面の）橋げたが下がってしまいまして船がそこを通れないとい

うことでしばらくは船渡御ができなかった。それでどうしようかという

ことで考えたときに発想の転換をして、今の形になりました。 

山田：今、船渡御の舟に乗られる方は何人ぐらいいらっしゃるのですか。 

後藤：現在、講という組織が２５ほどありましてそれぞれが船を出しま

す。1 隻に約 200 人のお客さんを乗せて、それに講員などが乗ります

のでだいたい全体で 1 万人です。 

山田：その他も併せて、天神祭には総勢何人の方が参加されますか？ 

後藤：全体で大体 100 万人と言われていて、天神祭の経済効果は 100

億円を超えます。 

山田：そんな大きなお祭りができるのは、天神祭を支える方がおられる

からだと思いますが、どういう組織で運営されているのでしょうか。 

後藤：酒屋さんや米穀商といった職業を中心として集まっておられる講

と、今ここでやっています鳳講などの地域で神輿を持っている組織があ

ります。 

山田：ということは、講は大きく分けると、「職業」の講と「地縁」の講

の２つに分類されるということですね。そして、天神祭の中心である鳳

講と呼ばれる組織が菅南の地縁の方々が担われているとのことですが、

会長の所属されている講について詳しく教えてください。 

後藤：私たちの講は、御鳳輦講というもので、もともとは乾物屋の職業

の人が集まって明治 9 年に発足していて、あと 4～5 年経つと 150 年

になります。私どもの神輿には、ご神体（菅原道真公）にお乗りいただ
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関わりをつくっている菅南地域。大阪天満宮のお膝元に位置するエ

リアであり、昔から天神祭や大川の水辺と共に生きてきた大阪の歴

史を代表する地域では、表からだけでは想像できないドラマチック

な出来事をいくつも経験され、今の街のカタチとなっています。 

今年 2020 年オープンした、7 年ぶりに地域コミュニティが集う
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いている貴重なものです。 

山田：次に菅南地域の「今」についてお話を伺っていきたいと思います。

菅南地域で実施された、天満地区 HOPE ゾーン事業についてご紹介く

ださい。 

後藤：国と大阪府・大阪市がお金を出し合いまして古い街並みを保存し

ましょうという事業です。こういう蔵が残っているところは大阪でもこ

こしかありませんので、蔵のあるまちの修景をしましょうということで

行いました。 

山田：資料によると修景事業では、まちなみづくり勉強会、ワークショ

ップ、街歩きなども実施されていましたね。HOPE ゾーンの事業区域の

「天満地区」は菅南地域のことですか。 

後藤：いえ、菅南地域は全部含まれていますが、お隣の西天満や滝川地

区、堀川地区の一部が入っていました。 

山田：なるほど。そのエリア内で選抜された 10 軒ほどが事務所の壁を

漆喰で塗装したり、また住宅を修景するなどして改修されたり、公共施

設の修景ではアスファルトの道が石畳にするなど、工事費の一部を国が

補助してくれる事業として実施されたのですね。 

後藤：はい、そして協議会ニュースは年に 3 回発行しておりまして、そ

れを全部私が担当してつくっていました。 

山田：ありがとうございます。次に、過去 PTA の会長などのご経験も

ある地域活動協議会の池田会長に学校関係について質問します。菅南地

域には菅南幼稚園がありますが、菅南小学校はないのですか。 

池田：昔は菅南小学校もありましたが、西天満小学校と合併しました。

小学校の跡地に菅南中学校ができましたが 1968 年に神山町に移転し

ます。2005 年に扇町中学校と統合して今の北野病院のところに天満中

学校ができましたが、2007 年に現在のところ（大阪市北区神山町）に

移転しました。 

山田：統廃合や移転を繰り返した理由は。 

池田：子どもが減ってきたからです。私たちが小学生の時代は 300 人

程度いたのですが、一時 100 人を切って 80 数名まで減りました。と

ころが今はまたマンションができて児童数が増えているという現状です。 

山田：この地域では、天神祭が地域で活動する軸であると、前半の後藤

会長のお話で感じたのですが、天神祭でも子どもが関わる場面はありま

すか。 

池田：子ども神輿があり、小学校の児童と幼稚園の園児が市中を回って

います。 

山田：講の組織の中でも子どもたちが活躍しているのですね。 

池田：はい、子どもたちが獅子舞などにも参加しています。 

山田：菅南地域と西天満地域の子どもたちが通う西天満小学校の学校行

事以外でも地域間交流はありますか。 

池田：昔は子供会の活動も別々だったのですけれども、今は西天満小学

校校下子ども会として 1 つの団体で協力し合って活動しています。 

山田：近隣地域と協働して子どもたちが育つ環境をつくれるのはよいこ

とですね。その一方で、学校が１つになったことでご苦労されたことも

あったとか。1 校区 1 センターという行政ルールがあって、地域の交流

の場である福祉会館設立までには大変な年月がかかったと聞きました。 

池田：はい、7 年か 8 年前に菅南地域の福祉会館は耐震がないので潰す

ということになりました。潰す時に上は潰したのですけれども下が残っ

た状態で解体されました。そのまま 5 年経ちましたかね。それでやっと

ここが更地の状態に変わってこれからいよいよ建っていくのかなと思い

ましたがなかなか進まず。それから後藤会長などのご尽力もあり、この

会館をつくらせていただくことができました。 

釜田：テラスかんなんができるまでの間は、天神橋 1 丁目商店街所有の

「てんいちゆうゆうホール」で地域交流していました。現在は、両方の

施設をつかって交流の場をつくっています。主にテラスかんなんでは、

百歳体操や、将棋サロン、合気道などをしています。 

山田：この会館は地域の方しか借りられないのですか。 

後藤：いえ、地域外の方もお借りいただけます。会館を運営するために

はやはり経費が掛かるので、使用料をいただいています。 

山田：使用料というのはおいくらでしょうか。 

後藤：ワンサイクル（午前、午後、夜間）が 3000 円です。 

山田：3000 円でこの気持ちのいい場所が借りられるのは、立地場所か

らしても安いと感じます。 

後藤：なかなか今こういう場所がないのでたくさんの方にご利用いただ

いています。嬉しいことにスケジュール調整が難しいぐらいですね。 

山田：私も入り口で会館の予約スケジュールを見せていただいたのです

けれどもほぼ埋まっています。 

後藤：書道教室とか、写生もされています。 

山田：いろんな使い方ができるということなのでぜひ地域の方も地域外

の方も利用してほしいですね。最後に菅南の未来、これからの想いにつ

いてお一人ずつお言葉をいただきたいです。 

池田：子どもたちもどんどん増えてくれて小学校も 2 クラスになってき

ました。そういう意味では子どもたちの活動もやりやすくなってくるの

かな。ただ人数が増えると安全性とか気を付けて行かないといけないの

で、ぼくたちも頑張りたいと思います。 

山田：見守りもしっかりしていただいけるということで安心できるまち

づくりに取り組んでおられます。釜田さん、お願いします。 

釜田：高齢者の方のお世話をさせていただいていますが、もっと輪を広

げて地域を楽しくしていくことによって、菅南地域はいいところだとい

うことを皆さんにわかっていただけるような活動ができればいいなと思

っております。 

山田：この地域の方は安心して釜田さんにご相談していただけたらと思

います。菅南地域福祉コーディネーターで検索してホームページ（大阪

市北区社会福祉協議会）を調べてください。最後に後藤会長の方からお

願いいたします。 

後藤：連合振興町会の会長をさせていただいて 7 年になりますけれども、

菅南地域は地形的にも大阪第一の美観地区です。大川沿いを眺めました

ら春は桜、秋は桜の紅葉が楽しめてほんとうにいいところです。それか

ら私は子どものときから天神祭をやっていましたから祭り大好き人間で

す。だから今年は新型コロナウイルスのために天神祭をはじめとするす

べての行事が中止になってほんとうにしょんぼりしています。来年はぜ

ひコロナを克服して活気のある大阪、活気のある菅南地域を構築して若

い人がどんどん活躍することを祈っております。 

山田：ありがとうございます。100 年に 1 回疫病があると後藤会長が

仰っておられた通り、今まさに私たちもそういう状況を迎えていますけ

れども、天神祭でしっかりお祀りをして、また次の 100 年を安心安全

で過ごすことができる世界になっていくことを願っています。特に今年

は、人のつながりやコミュニティが大切だと感じました。いままでこう

いう歴史を守ってこられた方々がたくさんいらっしゃるなかで歴史を振

り返りながら今を生きていく。今を生きる私たちが何をすべきか、すご

く勉強になった時間だと思います。時間の方が迫っていますがご質問が

ありましたら受け付けさせていただきますがいかがでしょうか。 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

質問：今日は皆さんどうもありがとうございました。まちの再生のお話

をお伺いしまして魅力的な資源がたくさん残っている場所だということ

で、私ももう少し時間をかけて歩きたいと思っておりますけれども、先

ほどの土蔵であったりとかあるいはフジハラビルとかに若い感性のある

人たちがビジネスをされているのでしょうか。 

池田：私の事務所の 2 階にまちづくりで有名な会社が入居されています。 

質問：HOPE ゾーンの仕組みは一旦終わっていると思うのですけれども、

それ以降地元でさらに景観を修復しようというような動きは継続してお

られますか。 

後藤：今菅原町の方に蔵が並んでいると申しましたがその後も最近飲食

関係の方が増えましてね、いわゆる隠れ家的なところで流行っているの

です。蔵ですから必然的に防音性も優れているのでライブをやるなどお

もしろい使い方をしています。 

山田：最後に会長の音頭で本場の大阪締めをしてもらえませんかとお願

いしております。今日はそれで締めたいなと思います。 

一同：大阪締め 

一同：ありがとうございました。 

 


